
みなさんおはようございます。 
レクチャー、保健指導に使えるエビデンスを伝授します。 
「伝授」、と、いうことになっていますが、私たちはまだ保健師の卵です。
本日は一緒に学ばせていただきたいと思いますのでよろしくお願いします。 
今日は、虫歯に関するエビデンスです。 
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本日のプログラムです。 
歯みがきの基本についてお話させていただき、 
エビデンスを3つ紹介します。保健指導でどう使えるか考えながら聞いてみ
てください。 
そのあと約5分間、グループで具体的に使えそうな場面を話し合っていただ
きます。 
話し合った内容について、各グループ、発表をお願いしたいと思います。 
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では、歯みがきの基本についてです。 
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歯みがきのタイミングですが、 
毎食後とおやつ後の歯みがきが理想的ですが、夕食後から就寝までの間に丁
寧に歯みがきをするのが良いでしょう。 
歯みがきペーストは、 
どの商品にも発泡剤と清涼剤が入っているので、口に入れるとみがいていな
いのにさっぱりした感じになってしまい、みがき不足の心配が出てきます。 
最近はフッ化物が配合されているものも多く、虫歯予防に効果があると考え
られています。理想的にはペーストを付けずに歯をみがき、その後ペースト
を付けて仕上げみがきをするとよいでしょう。 
歯みがき時の注意ですが 
歯ブラシをいれたまま、転倒すると重大な事故につながるので大人の監視下
で行うようにします。 
それではエビデンスです。 
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日本小児歯科学会のホームページから抜粋したものです。 
時期別・歯別の磨き方についてですが、 
前歯だけのころでは、下の前歯は唾液による自浄作用が高く虫歯になりにく
いといわれています。 
そのため、歯ブラシでしっかりみがくひつようはありません。ガーゼや綿棒
に慣れてから、歯ブラシの感触に慣れる時期です。 
上の前歯は、唾液が届きにくいところなので歯みがきのケアも始められると
よいでしょう。 
上唇小帯、上唇と上のはぐきの間にある襞のことですが、ここに大人の人差
し指を置いて上唇小帯に歯ブラシが当たらないようにします。軽い力で細か
く動かしてみがきます。 
奥歯が生えたころですが、下の前歯は虫歯になる確率が低いので最後にみが
きます。 
上の前歯は裏側に乳汁が長い時間残留し、虫歯の誘因になることがあるので
卒乳するまでは特に丁寧にみがくようにします。 
最初の奥歯である第一乳臼歯が生えてきたら歯ブラシを使った歯みがきが必
要です。 
子どもと楽しんで仕上げみがきもできるといいですね。 
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スライド読み上げ 



スライド読み上げ 
1歳6か月時点での授乳・卒乳と虫歯の関係です。 
授乳しているものは114人で、う蝕罹患者数は25人、う蝕罹患率は21.9％で
す。 
また卒乳しているのは234人で 
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スライド読み上げ 
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では、家庭内に喫煙者がいると子供は虫歯になりやすいのでしょうか。論文
では、受動喫煙によりう蝕が増えるメカニズムについて、次のように考察し
ています。一つ目は、受動喫煙により唾液中のビタミンCが減少し、口腔内
の虫歯の原因菌が増殖しやすくなるということです。二つ目は、受動喫煙で
アレルギー性鼻炎などの症状が起こり、口呼吸を引き起こすことで口腔内が
乾燥し虫歯に感染しやすくなることです。 
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歯みがき回数とゲーム時間の関係についてです。 
歯磨き回数が2回未満の小学生についてゲームを行っている時間との関係が
検討されました。歯磨き回数2回の理由として1日2回という頻度は子どもに
適した頻度と考えられているからです。 
小学生5198人のうち、歯磨き回数1日2回未満のものは、710人、13.7％です。 
ゲームを行っている時間が1時間未満の小学生は、1941人でそのうち、歯磨
き回数が2回未満のものは225人、11.6％ 
1時間以上2時間未満の小学生2,104人のうち歯磨き回数が2回未満のものは
271人、12.9％ 
 
またこれらは1時間未満を1としたときのオッズ比です。 
これより、ゲーム時間が長い子どもほど、歯磨き回数が1日2回未満の割合が
多いことがわかりました。 
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では、つぎに紹介したエビデンスの使用場面を考えてみましょう。 
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本日ご紹介したエビデンスは3つです。 
（スライドをよみあげる） 
では、グループで5分間、使用場面についておはなしを始めてください。 
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